
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

安古市高等学校が「デジタル・シティズンシップに 
ついての授業実践」を開催します！ 

 

 

 

 

 

 

 

１ 日時 

令和５年12 月８日（金）13 時25 分～15 時15 分  

 

２ 場所 

広島県立安古市高等学校 

（広島県広島市安佐南区毘沙門台三丁目３-１） 

 

３ 内容 

(1) 教科名・科目名 

公民・公共 

  (2) 対象者 

    ２年１組 

(3) 内容 

オンラインシミュレーター“To Share or Not to Share”を使った疑似ＳＮＳで

のシェア体験を通して、日頃の情報の送受信について振り返るとともに、情報の表

示を操るアルゴリズムを意識するなど、デジタルメディアを通じた情報行動を考え

るきっかけとなることを目指します。 

(4) 講師 

  スマートニュースメディア研究所 

研究員・メディアリテラシー担当 長澤 江美 氏 

 

 

報道提供資料 
令和５年11月30日 

課室名 高校教育指導課 

担当者 主任指導主事  玉田 健 

電 話 082-513-4895 
 

学校名 安古市高等学校 
担当者 教頭 福島 啓太郎 
電 話 082-879-4511 

 本県では、令和３年度から高等学校課題発見・解決学習推進プロジェクトでデ

ジタル・シティズンシップ教育の取組を進めています。今回は、安古市高等学校

が「デジタル・シティズンシップについての授業実践」を行います。 

「デジタル・シティズンシップ」は「児童生徒をＩＣＴ機器から遠ざけるの

ではなく、その有用性を前向きに捉え、教育活動の内外において日常的に活用

できる環境を整備し、デジタル・リテラシーを高め、デジタル情報に対する批

判的態度を育成すること」と定義されています。 

第 48 回教育再生実行会議（令和３年６月３日開催）「ポストコロナ期における新たな学びの在り方について（第十二次提言） 


